
  近年、メキシコ人のライフスタイルが変化してきました。 
  ひとつが食文化です。スペイン文化の影響が強いメキシコでは、昼食が１日の食事の中
で最も重要視されており、２～３時間程度かけてゆっくりと楽しむのが一般的でした。とこ
ろが先進国のように、ランチタイムが短縮されつつあります。「経済成長を追求するのであ
れば、昼食に２～３時間もかけていたら先進国に勝てない」というのが理由のひとつのよう
です1。 
 
 もうひとつは通信環境です。２００８年の携帯電話の契約件数は７,５３０万件（普及率
６９.４％）でしたが、２００９年には８,３５３万件（同７６.２％）となりました。同じく
インターネットの利用者数は２００８年の２,３２６万人から、２００９年には２,８４４万
人にまで拡大しています2。メキシコのインターネットは現在オフィス使用が中心ですが、
今後は家庭への普及も期待されており、更なる需要拡大が見込まれています。 
  
 こうしたライフスタイルの先進国化は、今後の経済成長にも影響を与えそうです。 
２０１０年のメキシコのGDPは、世界第１４位（１兆３９１億米ドル）と言われています
が3 、ゴールドマン・サックスでは、２０５０年には日本を抜き、世界第５位（９兆３,００
０億米ドル）にまで成長すると予測しています。今後もライフスタイルの先進国化とともに、
ますますメキシコの世界経済における重要度が増していくと思われます。 
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1 出所：新興国リサーチ・調査会社「ＳＤＩ」コラム 
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